
―数ある端末の中から、iPadを選んだ決め手は何ですか？

濱地優氏（以下、濱地）　ユーザーインターフェースが優れている
からです。操作性の高さだけではなく、児童・生徒一人ひとりの創
造性の向上に寄与する機能が充実しています。例えば、カメラや
AirDropなど、教員も児童・生徒も直感的に使えるソフトウェアが
多く、すぐに授業で活用できるところは大きな魅力でした。

―実際の授業では、どのように活用されているのでしょうか？

濱地　活用頻度が高いのは、プレゼンテーションアプリ「Keynote
（キーノート）」です。学習内容をまとめたり、発表用の資料に活用
したりしています。また、教員と児童・生徒間のファイル交換では、
AirDropを使うことが多いです。子どもたちの端末にファイルを一
気に配布できるので、教員の手間を大幅に削減できます。AirDrop
は小学1年生でも使いこなしていますね。  

―iPadの導入に当たり、こだわったポイントは何ですか？

濱地　いつでもどこでも学びやすくするため、セルラーモデル（モ
バイルデータ通信を利用できる端末）を採用したことです。セルラー
モデルにしたことで、体育、校外学習、宿泊学習にも使用できるの
で、学びが途切れない環境を整えられたと思います。導入して間も
なく、新型コロナウイルスの感染拡大で休校になりましたが、セル
ラーモデルにしたおかげでWi-Fi環境がないご家庭でも使うことが
できました。
  

―iPadを管理するためのモバイルデバイス管理（MDM）には
「Jamf Pro」を選ばれたとのことですが、Jamf Proを利用してどの
ようにデバイス管理を行っていますか？

濱地　いちばんよく利用するのは児童・生徒による紛失への対応で
す。現在、鎌倉市では1万1260台（2023年11月時点）の端末を、教
育委員会が一元管理しています。紛失の際には学校から教育委員会
に連絡が入り、回線番号から該当端末を検索し、「紛失モード」を有
効にします。紛失モードでは、位置情報を取得できるのですが、セル
ラーモデルの場合は正確な場所の特定が可能です。場合によっては
Jamf Proから音を鳴らすこともできるので、紛失時にも素早く端末を
発見することができ、管理者としてはとても安心感がありますね。ま
た、端末の学校間移動の際にもJamf Pro内で設定されている「部署」
や「場所」などのタグ情報を一括更新することで、効率的に転入生
の端末を設定変更することができます。

―iPadの導入によって、教育現場にどのような変化が見られますか？

濱地　児童・生徒それぞれのアイデアや考え方の共有方法に、最
も顕著な変化を感じます。従来は紙に書いて貼り出すなどの方法
が一般的でした。一方、iPadであればタップするだけで共有できる
ので、自分の考えと他者の考えの違いを見つけたり、参考にしたり
することで、これからの時代を生きていく際に求められる、物事を
多面的に見る力を養うきっかけが生まれます。テクノロジーを授業
にうまく取り入れていくことで、教員の負担を減らしながら、学習の
深化をアシストするツールとして、教育現場を変えていると実感し
ています。

―今後、iPadの活用をどのように発展させていきたいですか？

濱地　iPadを使って、子どもたち一人ひとりの探究的な学習への
取り組みを促す授業を実現できるよう、アップデートしていきたい
です。iPadを利用することで子どもたちが集中して画面に向かうだ
けでなく、おのおのが学んでいくプロセスの中でiPadをツールとし
て活用し、他者の意見や考えを参考にしながら自分自身の考えを
深めて、それをまた他者と共有する、探究的な学びを実現できれ
ばと考えています。また、操作の直感性や、個々人の適性に合った
アプリを選んで学習に取り組める点では、特別支援教育との親和
性の高さを感じています。

―これからの学校教育では、どのような変化があると思いますか？

濱地　現在、学校教育は従来型の教え込みや習得を目的とする授
業から、新しい授業へと変わらなければならないフェーズにあると
考えています。これまでの授業スタイルや教育観を変えることは、
とても時間のかかることですが、教育現場からのボトムアップで変
化を促進していきたいです。鎌倉市教育委員会では、各小・中学
校の教員からICT教育推進担当者を1名配置し、「ICT教育推進担
当者会」を設置しました。この会ではICT活用方法の探求を目的と
した研究授業を実施しています。こういった研究授業を含んださま
ざまな活動を通し、子どもたちだけではなく、教員もiPadを使うメ
リットを実感しながら価値観をアップデートしていくことで、従来の
教育観を少しずつでも変えられたらと思います。これからの時代に
向かって教育も変わる必要がある中、教育委員会でもICTを効果
的に活用できる環境を整えることで、教育変革の支援をしていきた
いです。

2021年から、神奈川県鎌倉市は市内25の小・中学校に通う生徒に1人1台
のiPadを配布し、学習や課外活動、家庭学習などさまざまなシーンで活用が
始まっている。GIGAスクール構想によりiPadが導入され学校教育はどのよう
に変わったか、これからどのように変わろうとしているのか、同市教育委員会 
教育指導課 指導主事の濱地優（はまち・ゆう）氏に話を聞いた。
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「Apple製品を活用する組織の成功を支援する」を理念に掲げるJamfは、
2002年の創業以来、企業・官公庁・教育機関・医療機関など幅広い業界
に適したMDMソリューションを提供してきた。現在、Jamfは全世界で7万
2500以上の組織に導入されている（2023年9月末現在）。教育機関では、
20年以上にわたりAppleデバイスの管理・運用に携わっている。学習に
iPadを利用することで、生徒の主体的かつクリエイティブな学びを実現できる
反面、「デバイスを児童・生徒に配布するだけでは、新しい学びの実現にはつ

ながらない」「安心して保持できるように管理・運用を徹底しなければならな
い」「管理・運用の工数増加は、教育現場の負担につながる場合もある」とい
う声もある。こうした課題に対して、Jamfはコンテンツに安全にアクセスする
ためのApple IDの適切な管理、つねにデバイスを最新の状態に整えるOSの
アップデート、デバイスの紛失や盗難への迅速な対応などを可能にするソリュー
ションなど、多岐にわたる機能を提供。セキュリティーやプライバシー保護の
徹底と、トラブルシューティングなどにおける教員の負担軽減に寄与している。

Jamfが学校・教育機関の理想的なデバイス管理をアシスト
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